
いるoその内の数種に就いて実験し，金属顯微鏡写眞を

撮つたが，焼結合金の分析が機械試験所に於て出来なか

つたので，その結果を十分槍討する事が出来なかつたσ

第6表，第3図はその実鹸結果を示す。 ↑4DO
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　第6表（第3図）より利根の製品は全般に硬度高く，日

本無線の製品は硬度が低い◎メタルとしては硬度が高い

程良いが，第5表に見る如ぐCoの量を少くすれば，硬

度が高くなるが，非常に脆くなり使用に堪えなくなる。

從つてCo叉は其れ以外の靱性を持たせるためめ要素を

・適当砕配合する事と・製作の際犀縮・擁結等の製作技術

に依り，より高い硬度と靱性と耐磨粍性を持たぜる事が

メタル製作の鍵になつており・研究の焦惑もこ』にあ

るo（昭和25年3月）
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1950年の伊豆大島，三原火山の活動について

灘　村

On　the　Volc＆n置c　Actlvity　of　Mt

Mih部a，lzuOshim箆ls．in1950．

by

Kδnosuke　SawamUra．

　V・lcan・Mihara，1n6曲imalsland挿as
beell　erupting　sh】ce　16Lh　July，　2むf右er　the

silenceoftbesetenyears。Thetype・femp－
tion　Is　3imilar　to　むhaむ　o£　t｝1e　preceding

eruption　on’a　I乱：rge　scale　玉n　1912，　w五ich

beiongs　to　a　q　uie右eruption　common】y　see血

in　vblcanoes　of　bas昂1む重c　consむiむuents．　The

presenむerupti・nwasst我rtedby七わef・rm亀一
tion　of　a　sm泓ll　hole　in　a　higher　portion　of

the　old　cra右er－wa11，alnd　from　this　new　erater

菅地質部，

e

　老　之　助醤

　　　　　　　　　　　　　お　　　．thel乱vafloweddownlikeawaterrf＆11accom．
　　　　1）anied　by　sligぬt　explosiolls．　Two　days　after，・

　　　this　explosbn　stoPPed；on　t五e　other　h翫nd，

　　　　thelava昼・wed・uta旦alavaspringfrom伽
　　　bottom　of　the　old　cr就er、and　the　wall　rocks

　　　　near　the　new　er翫ter　were　broken　into　blocks

　　　wh三chfelldomoneafteranotぬer．From
　　　　22nd　July，tぬe　new　cra、ter：recovered　agε鳥in

　　　　itS　eXploSiVe臼poWer　and　frOm　2nd　AUguSt，

　　　　the　eruption　becam亀to並ave　some　regularity，

　　　・in　wh玉ch　the　explosion　occ卿：red　over　七her

　　　　whole　area，of　the　new　　crater　and　a　cinder

　　　　COne　grew　U蚕　Steadily，Whle　tge　ぬardened

　　　　l乱va　blocks　were　I）ushed　but　from　th“foot　of

　　　　thec・net五r6u窪hth曲eavypile・fthe－cinder．「

　　　　　On30th　July’，Just　before　the　beginning

　　　　oftheregular＆ctiviもy，thenewer乱terhad
　　　　a　few　vents，　which　manifested　explosive、

　　　　8ctivity　alternately．　E段ch》ent　in　its　我cti聰
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vity　blew　out　the　vent　filling　sgori＆as　black

smo輩e芝md　then　s：p1昂shed乱bout　molten　lava

with　a　small　amount．of　transp乱rent　gas・

W五ile　inむhe　bottom　of　the　old　craむerlα11y

1＆vagus五edfr・即severalvents，causinggr＆一
du翫l　up五eav我10f　the　crater　boむむom。　The．

vents　o£explosion乱re　horizonltally　only　some

te直metersdi就antandヤerticallys・me・ne
hundred批nd　ten　meters　hlgh歪rom　the　vents

of　lava　spring　l　some　mi血utes　later　the　explo－

siveacむiv五ty・ft五eupPervents熈chediむs
maximum，the　la，va spring　gets　vfgour　in　its

activity1＆ndp・“rs・utm・1tenlava・n・the

solidified　surface　to　form　new　flows．　From
’
t
h e3e　f我cts，it　seems　that比e　upper　and　the

lower　vents　have　some　mutual　colmecむion，or

are　connected　by1三吼uid　mag　ma・　If　so，it　is

very　curious　thaむ・the　・explosive　activity

・ccurs・nlyintheupPerveutsan4d・esn・t
occurintkelowe域cnもs‘Itistheproblem．
to　be　solved　in　future．

　　　　　　　　　1。　まえがき辱

　伊豆七島北端にある火山島，大島の中央火口丘三原山

’は1950年（昭和25年）7月16日に爆発，其の後引続い

て噴火し，1930年塚来10年ぶりで活動状態にあると報

ぜられた。元来三原山は玄武岩質の火山で，櫻島．浅聞

山などの安山岩質火山とはその活動様式が異つており，

また噴火は7月宋に至つても衰えず，本格的な活動とな

る模様が見えたので今回の調査を試みた。『

　本文では，三原山の活動史から考えられる今後の活動

の模様と，7．月30日より5日間，山頂で活動状況を観察

した結果と，またその際気附い製岩漿の性質に関係する

と思われる興昧ある現象の二，三について報告するo

　調査に際レ，活動経過などに関していろいろi敦示され

た，東大地震研究所森本良雫助教授，大島測候所長木沢

綾技官，中央気象台諏訪彰技官に厚く感謝する。

　　　　　　　2．三原山の活動史，

　今回の活動が今後どのような経過をたどるであら5か、

と云う問題，これを考えるには，まづ三原山の活動史に

振りかえつてみる必要がある。幸い，1914年以前の活動

については大森房吉が，1940年前後の活動に関しては永

田武，津屋弘蓬が詳細に報告している。それをまとめる

と家のようになるQ

　三原山の噴火は既に平安朝（9世紀頃）の頃より知られ

ていたが，確実な記録として残されているのは12樟紀

に入つてからであり，1∬2年11月の噴火より今回のも

のまで，都合13回ある。そのうち，熔岩を流し出』したと記

録されている大規模な活動は1684年3月乃至4月（貞享

の活動），1777年8月より翌年12月（安永の活動），1912一

年3月乃至1914年5月　（明治大正の活動）の3回であ

る。貞享活動の際には，熔岩は海中に流れ込み，7～8町

程の山となつたと云う。安永年問に流れ出した熔岩は主

として外輪山火口原内を埋めるとともに，北方海岸に迄

達し，」部は南へ外輪山を超えている。明治大正熔岩は，

安永活動により生じた火口（所謂内輪山）を埋めたのみ

で，外輪山火口原には流れ出なかつた。これを見ると，

活動の規模は後のものほど小さいよ、うである。・

　明治大正活動1；先立ち，1910年32月に約60mの岩澤

丘を生じた小活動があるが，今回の活動以前にも，1938

年8月11日，1939年9月2日，3日，9月16日には岩

澤を吹き上げ，1940・年8月19日・20日には火口周辺

に，厚い所では3mも岩澤を堆しているマこれらの小活

動は何れも2日以内に終了し，火口底を高邑るのみで

（第1図），大規模な活動の長期にわたり・複雑な様相を
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第1圖　　火口の深壱の攣化
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　　　　第12圖
1－IV　第1期一窮4期　秘火遺

各期に於ける火口の模式東西断面圖

b熔岩　c新火口の爆蟹　【d崩落岩塊　e岩濠

示すのとははつきり区別される。

　大規模な活動の経過をみると，それは鎭静期を挾む3

つの活動期に分れる。安永活動には初め8月より翌年2

月迄の爆発活動，次に4月より5月に炉けて熔岩流出，

最後に11月の熔岩沫出があ’つた。明治大正活動に本

一912年3月末より約92日聞の熔岩流出と，19月中旬よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
り約43日問の熔岩流出と1914年5月15日よりU日問

の爆発活動があつた。なお明治大正活動では，活動期間

が短くなるのと逆に活動の激しさは塘し，各鎭静期には

著しく高まつた火口底に突然陥没を生じ，それと同時に

小規模な熔岩を流し出している。

　大規模な活動の状況をみると，・それは二つの要素より

なるものyよ5であるo一つは熔岩が欝かに火口底に湧

き出し，次第に火口を埋め，途には火口縁を超えて外に

流れ出すと云う，キラウエア火山型の要素であり，他ゐ

一つは爆発火口を生じ，連続的に岩津を吹き出し，岩澤

丘を作つてゆく要素である。熔岩の流出も穏かであるが・

爆発ゐ勢も弱く，火山周辺に多量の火山友を降らせるこ

とはないので，入口密度の稀薄なことX相侯つて，この

溝動は災害を殆んど生pていない模様である。

　三原山は以上のような活動史をもつが，これは安永以

後の活動によつて生じた熔岩が何れも珪酸含量52％前

後のや』酸性な玄武岩である点からみて，このよ5な玄

武岩々漿の特質を表わすものと考えられよう。

　　　　　　3．1950年の活動，

　1）活動の経過とその状況

　三原山の山頂には内輪山と呼ばれる直径約8GOmの火

口があ動更にその中には直径約30σmの小火口があ

る（第1図版）。今回の噴火は，その小火口（以下旧火口

と呼ぶ）西壁に全く突然に生じた新火口の爆発に始るも，

ので，その前徴は全然なく，。島の入々も危瞼を感じて居

らなかつたと云う。以後活動は漸次勢を増し，新火口は

岩澤丘を作り，旧火口底に湧出した熔岩は旧火目を埋め

ていつたのであるが，その経過はは気象台大島測候所の

記録と筆者の観察とを綜合すると，8月「3日迄に4つの

段階に区分される（第2図）◎但し各衆階の期間は・連続

観測が行われていない爲に不確実である。

　第1期は7月16，17の両日で，その状況は，、大島測候’

所の記録によれば，16日9時15分頃（地震計の記録では

9時7分に微動が始り，同時刻に爆発が始つたことを示

すと云う）火口西縁下方約30mの火口壁の一点に突然

火孔を生じ，それより赤熱した熔岩が滝のように流下し，

3分から5分断続して10分休止する活動を続けゴ友褐色

を呈する少量の噴煙を発し，噴出した岩片はそのま』

（旧）火口内に落下したとゆうQ

　第2期は7月18日に始つた。新火口は活動を休止し，

た怠噴気するのみであり，それに代り火口底の第4図a∫

c，dに略相当する位置に．熔岩が湧きだし，深さ約150m・

と云われた旧火口を次第に埋めた◎なお新火口附近の岩

壁には激しい崩壊が行われ・数メートル大の岩塊が続々

崩落したと云うo

　第3期は7月22日に始り，このときには熔岩は旧火一

口底に引続き湧き出し，新火口には爆発が起つて赤熱し

た熔岩を吹き出し，豆粒大の岩澤を遠く内輪山をこして

散らした。25日には旧火口底は約120mの深さとなり．ジ

新火口は周辺に岩澤を積みあげて約45mの火口となり，

30日には旧火口底の深さは約70mとなつたQ・

　第4期には8月2日に入つた◎これは本格的な活動と

云うべく，新火口全面より赤熱岩片を吹きあげ，大きく威

町長した岩澤丘の下部より熔岩を押し出した・このときに

は旧火口底の熔岩湧出は明らかでなくなつた（第3図）。

　今回の活動はこのように段階的に行われたのである
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　　第3圖　　81月2日岩浬丘下部より、熔岩の押串し

　　　　　a押串し匁熔岩　b新岩・熔F丘
　　　　c奮火口底の熔岩表面　d奮火口壁

が，この問火山性微動はしきりと1地震針に感じら1れた

が，有感地震はなかつた（8月5日に初めて起つたとのす

とである）。また旧火口東部には墾裂を生じているにも

拘らず1崩壊に至らぬ程地盤の震動は微弱であり・更に

新火口の近く（約70・nの距離にある）噴出する蒸気，外

輪山腹の湯場の噴気，また岡田港の湧水にも変化なく，

岩漿の破壊的，熱的影響は極めて小範囲に限られるもよ

うであつた。

　2）活動に伴う現象　　』　　　　　　　じ

　今回観察した7月30日よ匂8月3日迄の活動状況に

は，それが本格的な活動に入るとごうであつたため，種

タの興昧ある現象があつだo

　〔爆発活動に俘う現象〕

　旧火口西壁にある新火口・は7月、30日にはさかんに爆

発し，岩澤を堆積していた（第1図版）。爆発は多くの場

合には熔融した岩片を約200mの高さ迄吹きあげ・同時

圏仮爆嚢 脊後の匿 内輪山壁で 中

央が茜火口である，爆獲は火口の左端，向う

側に生じ牝o

に無色透明なガスを発したが，『時には黒色の噴煙を生ず

ることもあつた。ガスは強い刺戟臭を有するが，その濃．

度はあまり高くなく，新火口よりや』離れてはじめて青

白色の煙として肉眼に認められ』た。爆発は新火口全面に一

は起らず，細い火柱を作り，また黒煙噴出と熔岩片拗出

とを夫々位置の異つた所に同時叉は相接して起し，狭い・

爆発戸が新火口底に数個あることを示した。

　黒煙噴出と熔融岩片拠出との関係は8月1日の駄況で

明らかとなつた。この日には新火口は隔壁により北と南謄

の2火口に分れ，夫々同時或は交互に爆発していたQ9“

時30分頃より南火口の活動が次第に激しくなり，その

噴出する岩澤で北火口は次第に埋められ・活動も緩慢と

なつた。北火口は16日に生じた爆発口附近に薯り，ぞ

の火口縁からは常に青白色の煙をあげており，むしろ活

動の中心のように思われたが，それが暫く休止して後激1

しく黒煙を数回吹きあげ，続いて熔融岩片をふき出すよ

うになつたQ⑳時頃にその底をのぞくと，岩澤に埋つた

底口は南北に走る狭い割目が見えた。それも11時には

埋められて1m大の円形の穴となり，噴気孔状の活動・

印ち常に無色のガスを吹上げていて岩澤の没入を防いで

居り，時に少量の熔融岩片を鏡く噴出する状況を呈し

た。それもガスの勢が弱まり，岩澤が孔中に崩れ入ると

同時に激し．く黒煙を吹きはじめたが，間もなく沈静して

了つた。14時に再び黒煙を発したが，熔岩片を唾出する

に至らず休止レた。南火口に於ては・数回黒煙を噴出し

て後暫く熔岩片を吹きだし，続いて再び黒煙を生ずると

云う歌況を繰返したが，注意すると熔岩片の吹きあげら・

れる方向は黒煙の前後では異ることが解つたQ

　〔熔岩湧出に件う現象〕

』7月30日には旧火口は新しく湧出した熔岩に埋めら

れ，約70mの深さとなり，その底は熔岩表層の固結した

　黒色皮殻よりなり，それに大きな割目が，丁度氷結し

　た湖の表面に出来るもの之同様に生じていたQこの割、

　目を通して，内部の熔融し赤熱した熔岩が認められた

　（第4図）Q

　　割目上の一ヵ所（第4図のa点）より，13時55分に、

　赤熱熔岩が泉のように湧き出し，黒色皮毅の上ドあふ

　れ洗れはじめた◎聞もなく熔岩流の表面には薄い皮殻

　が生じ，流れゆくに從つてそれは次第に厚くなり塊状．

　を呈し，熔融したところはその問に網目状に見られる

　のみとなつた（第2図版）。熔岩流は流路の壁に衝突す

　ると，勢の強い場合には壁をのりこえるが・多くの場

　合には下に潜入する。このとき，上に浮ぶ皮殻は先に

　壁に突当つた部分を下にして縦に立つが，立つ部分は．

　皮殻表層で大部分は再び熔解して了うために，流路の

　壁は薄板を立並べたような獣況を呈するに至る。’なお
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　第4圖　　奮火『口の李面見取圖
一割目　a－9熔岩湧出口　b新岩捧丘q火口壁

第2圖版　　19三〇年7月30日午後7時を二於ける活動II犬況，

　　　新火口の爆議活動を薔火口底の熔畳湧出

この壁の数個所からのみ青白色煙をゆるやかに発し，熔

岩流からは生じなかつた。また熔岩流は固結するとその

表面は，他の乱雑な岩塊の集合となつているのと違い，’

、滑らかに波立つようになつた。

　18時に再び湧出しはじめたが，ごのときは急激に勢を

強め，その中心は＆より魚bに移り，時には熔融岩片を僅

かにまきちらし，続いて，c，d3e，f，9と湧出口を壇

し，熔岩流を拡げたが，しかし旧火口底全面を覆うに至ら

ず，たかだかその1んを占めるのみであつた。ところが火

口底は卒均1日5m程の割合で全面的に上昇している◎

これは熔岩の眞実の湧出は刻々に起って居り，た野その

勢が激しくなるに至つてはじめて皮殻上に噴泉の如くi姿

を現わし，見掛けの湧出となるものと思われる。なおこ

の見掛けの熔岩湧出と爆発活動に関係のあることは朗ら

かであつて・8月1日午後には爆発が激しくなり暫くし
　　　らて湧出が始り・それとともに爆発が弱まることが認めら

れた。

　8月2日午後にはこの見掛けの湧出は認められなくな

り，それに代つて岩澤丘下部より熔岩塊が押し出され始、

めたのであるが7そのきざしは翫に1日午後には現わ

れ，岩澤丘南下端に友鉄色を呈し，滑らかな円頂丘の一

部を思わぜる熔岩塊が見え始めていた。2日12時には第

3図のように大きく押出し，旧火口底の熔岩皮殻は押ざ

れたためか・高低二段の面を生じ，火口底北東端では火

口壁にのしあが為歌況を呈した。この岩塊も翌3、日午後

には，その下部が更に押出て，高低2段の面を生じたα

　　　　　　　4・結　　論　　．
　今回の活動の状湿は過去の大規模な活動の模様と略々

同じである。それ故に活動は今後，過去の活動経過と略

々同様に，暫く居澤丘を築き，熔岩の湧き出す歌況を続

けて後鎭静に帰し，次いで再び激しい活動を生じ，その

間の鎭静期に陥没を生じてもとの噴来口を再現するとい

う状況を示すのでほないかと思われる。このようにし

て，全く沈静するi迄には相当の期問を必要とするであろ

うが，活動の規模は，三原山の活動は次第に弱まつてい’

為傾向が見られる故，あまり大きくはならず，熔岩も海、

岸迄は達しないと思われる。また活動の性質は穏かであ

るから，大きな災害は生じないであろう◎

　今回の活動の経過をみると，それは次のように階段的1
『
に
活 i駿となつている。

　岩漿は挾い火道を静かに上昇し，序々に勢を塘し，途

に，火口壁上部に突畔口を見出し∫，7月16日．より今回

の活動に入つたQ初めの2日間は新火口よめ熔岩を流し

出すと共に，そこで爆発活動を行い，次の4日問（或ば

2日間）には專ら火口底に熔岩を湧き出し，新火口の活

動は休止し，唯その附近に激しい崩落を生ずるのみ矯あ

り，次の11日聞（或ば13日聞）には火口底に熔岩を湧き

出すと共に，新火口で爆発活動を行つた。颯後活動は本

絡的となり，新火口は熔岩で満され，その全面より熔融

熔岩片を拗出し，岩澤丘を急速に生長させ，また岩澤丘、

下部より熔岩を押し出した。

　本格的な活動に入る直前には，岩澤に覆われた新火口

底に数個の爆発口があり，それらは交互に活動した。そ．

れぞれ，まづ爆発口を埋める岩澤を爆陣し黒煙として撚、
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出し，後暫く赤熱岩片のみを噴出し，休止するという活

動をなし，次第に口を拡大した。こうして数個の爆発口

は次第に合一し，新火口に全面より赤熱岩片を噴出する

に至り，熔岩は岩澤丘下部より降り積つた岩澤を潜つて

流れ出すに至つた。

　一方噴火口の底に湧出する熔岩は刻々火口を埋め，既

に固結したその表暦を上昇させた。湧出口は初め明らか

に3個所あつたが，其の後も引続きその附近より眞直ぐ

に熔岩を上昇させ，時には固結した熔岩表暦に見掛けの

湧出口を作り，熔岩はそこより表暦上にあふれ流れた。

　火口壁上部にある爆発ロと火口底にあ為湧出口とは連

絡しており・活動の激しさの極大はまづ爆発に現れ，次

いでや』遅れて湧出口に現われる。しかるに爆禿は百数

十メートル高位置にある爆発口のみに生じ，水平距離に

して嘩か数十メートル，しかも低位置にある湧出口には

　　　　　　　　　　　く全然起らぬ。これは熔岩と爆発性物質とり分離は地下で

既に生じていることを示すと共に興昧ある問題を提供す

る。爆発口と湧出口とは液体（熔岩）に満たされた火遭に

より連絡されているのであるから，当然爆発性物質は両

者共に配分され，略同時に活動の極太に蓬すべきである

が事実はこれを否定しているのであるoさらに新火口底

に数個の爆発口の存したときには，これらは同時に爆発

することはなかつたこともこれと関勝した事実である。

　これは爆発性物質は狭く長い火道を深所より上昇して

くる間に強い方向性を與えられ，この火道より分岐する

湧出自には入り響ぬとも考えられようが，また熔岩の液

体としての性質に種々の特殊性があるものとも考えられ

ようo　（1950年9月言己）

　（附）1950年活動により生じた岩津の化學成分

　8月1日午後5時頃所謂内輪山の南稜線上に落下した

岩澤の表皮を分析した。その結果をこ玉に附記する。こ

の詳細は後報する予定であるσ

Sio2

AI203

Fe203

：FeO

MgO
CaO

Na20

K20

H20十
H20一

．Tio2

MnO
P205

52．53

15．26

4．71

9．55

4．39

9、66

1。54

0．38

0．05

0．Ot

1．45

0．19

0．11

Tota1．　、　　　　　　　　　99．83一

分析者地質調査所　串田　たま

　試料の外観は長径約8cmの楕円状頭部と約7cmの尾

部のついた“おたまじやくし”状火山揮で・軽く・多

孔質で，表面は青昧を幣びた金属光沢を呈する。

　鏡下に観察すると少量の斜長石，紫蘇輝石と稀れに

存する普通輝石とを斑晶として，石基は斜長石，軍斜輝

石，磁鉄鉱と多量の褐色硝子とよりなり，孔隙に富む。

孔隙には鉄鉱が薄皮状に附着している。

ゆ
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